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ブタモデルにおいては、移植後のインスリン必要量が無麻酔群 (AW) に比べイソフルラン群 (ISO)
において有意に低値を示し (ISO: 94.8 :t 8.6 U /1000 kcal 、 AW: 157.8 :t 3.8 U/1000kcal 、 p=0.007) 、
また耐糖能にも改善傾向が確認された。血疑サンフ。ルの解析においては、凝固活性の指標である TAT
は両群聞に差を認めなかったが、肝逸脱酵素や炎症性メディエーターの代表である IL-1ß、 IL-6 は
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勝島移植は、従来行なわれてきた醇臓移植と比べ、安全・簡便・低侵襲などの利点を有しているが、現状で
は克服すべき課題も多い。そのーっとして、凝固、補体系の活性化に起因する激しい原始免疫である instant











いては、肝逸脱酵素や炎症性メディエーターの代表である IL-Iß、 IL-6 は 180 群で有意に低値を示し、門脈
造影においては、 180 群では各葉の末梢門脈域の欠損像を呈したのに対し、 AW群では門脈本管の各葉分枝部
で欠損するなど、イソフルランの血管拡張作用が、移植勝島の分布に影響を及ぼしていることが確認された。
また、免疫組織学的解析により、イソフルランはグラフトへの細胞浸潤を有意に抑制し、さらにグラフトと類
洞腔との接触機会を有意に増加させる事が判明した。
以上の検討結果により、イソフルラン吸入は大動物において移植勝島の生着を促進することが判明し、臨床
勝島移植の成績向上へ向け簡便かっ有望なアプローチであることが推察された。
本研究は動物モデルで頻用されるイソフルランが、動物モデ、ルと臨床移植の成績の解離の要因のーっとなっ
??phυ 
ていることを明らかにし、今後の臨床での勝島移植の方法を検討する上で、有意義な知見をもたらした。よっ
て，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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